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様式  8 
〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 
2019-7212-014 

川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 多摩市立連光寺小学校  

校長名 棚 橋   乾 担当教諭名 松田一枝・長谷川聡也・羽澄ゆり子 

過去の助成実績 なし  あり〔助成番号：2018-7212-008 助成事業名：川は自然の宝箱～わたしたちと多摩川～〕 
キーワード ESD､環境教育､自然体験活動､アクティブラーニング､カリキュラムマネージメント 

対象児童生徒 
高校生（ 年   名） 中学生（ 年  名） 小学生（ 4年  70 名） 

                        
対象河川名 多摩川､大栗川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 
テーマ  ： 自分の思いをもってかかわりを持ち､課題を追究し、伝え合い、高め・深められる学習活動の工夫 
ねらい  ：多摩川や地域の自然に関心をもって体験活動や問題解決学習を行うことを通して、課題追究の力を身に

つけると共に、地域の自然への親しみや愛着を感じながら、自分たちが自然とどのように関わり、行動することで持

続可能な社会がつくれるのかを考え、実践する。  
評価の観点： ア：環境や社会の仕組みを理解する。イ：学び方を身につける。ウ：課題をつかみ、考え、判断し解決

する。エ：価値を見出し、思いや考えを伝える。オ：人･自然･社会に関心をもち、意欲的に関わる。カ：協力してよ

りよい社会を作ろうと行動する。以上6つを観点とする。 
活動時期 ： 通年 

活動形態 
総合的な 
学習の時間 

各教科学習 
（理科・社会） 

各教科学習 
（国語） 

学校行事 
その他 

（    ） 
合計 

上記の 
活動時間数 

70時間 10時間 10時間 時間 時間 90時間 

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

体験活動時には保護者、多摩市水辺の楽校の方々に安全確保をお願いしている。魚類、水生生

物、野鳥、植物、水質などの専門家には現場や事前事後に調査の方法や結果の解説をしていただ

いた。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 一年間の調べ学習のまとめを作品制作。 

校内での発表会でのプレゼン資料。 

図工作品  

対外発表（多摩市消費生活者フォーラム、多摩市エコ

フェスタへの作品展示等 ） 

安全対策に関する課題 

・天候による野外活動の実施の可否の判断がむずかしい。・台風や集中豪雨などにより河川環境や樹林内にダメージが

大きく、活動を再開するにも河床の変化や樹林内の落枝、倒木、崖崩れなどに配慮した入念な安全確認が必要となる。 

・6 月末より9 月末までは野外の気温が異常に高く、熱中症の危険が大きいため活動が制限された。近隣の学校に緊

急避難場所を確保したりするなどの対応をお願いした。次年度は現場での日除け、給水なども必要。 

活動の成果と今後の課題・展開 

成果：地域での体験活動を意識した問題解決学習を進めることで、児童が仲間と協力しながら課題を解決する姿を多

く引き出し、地域への愛着や地域の一員としての自覚を持つことができた。体験を通して学んだことや自力で解決

したことからの理解は深いと思われる。総合的な学習の時間を楽しいと感じ、児童自ら次の課題を見つけ意欲的に

取り組む児童も多かった。 

課題：社会の課題に対して、自分事として行動にまで結びつけて活動していくことが、高学年になるほど難しくなっ

てくる。より高いゴールを目指して人・自然･社会に関心をもって意欲的に関わり、協力してよりよい社会をつくろ

うとする行動につながる主体的な学びが展開できるように活動の工夫が必要と考える。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期、 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

生物調査      系 生き物と環境   4～10    月 

教育研究    系   河川環境教育  4～3      月 



 

様 式 11-1 

アドバンス  活動報告書 
 （NO．１） 

 
 
 
 

1.助成事業名  川は自然の宝箱  ～わたしたちと多摩川～ 学校名 多摩市立連光寺小学校 助成番号 2019-7212  014 
2.単元名  川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 
3.目標  多摩川の自然に関心を持って体験活動や問題解決学習を行うことを通して、課題追究の力を身につけるとともに、地域の自然への親しみや愛着を感じながら、自分たちがどのように行動し持続可能な社会をつくるか考える。 
4.実施学年 人数  4年生   ７２名 
5.場所 主に 多摩川中流域 関戸橋～大栗川合流点付近  見学：御岳渓谷、羽村取水堰、大師河原干潟館と干潟、虹の下水道館 
6.単元構想（総時間数）  70時間（＋20時間） 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２  3 

４
学
年
・単
元
目
標 

 

主
な
学
習
活
動 

  

評
価
項
目 

 

 

 多摩川で「発見」や「はてな」をみつけよう（２０） 

多摩川での様々な共通体験活動を通して、豊かな自然を肌で感じ、 興

味・関心を深める。問題解決学習の学び方や専門家の方々との関わり方

つかむ  

多摩川博士になろう（３０＋） 

・多摩川に対する視野を広げる。・１学期の活動で見つけた「はてな」を課題

として追究していく。調査計画をたて、仲間と協力して活動する。・調べたこ

とやわかったことを仲間に伝えあい情報を共有化して考えを深め、さらに課

題を追究していく。・探究活動の成果をまとめ自分なりの考えを発表する。 

多摩川とわたしたち（２０＋） 

これまでの学習でつかんだことをもとに、これからの多摩

川と自分や地域の関わり方を考え、行動・発信する。 

流れをたどって

みよう（７） 
・多摩川の赤ち
ゃん探し。学校近
くの湧水から地
域の流れをたど
り多摩川とつな
がることをたし
かめる。 
・春の多摩川の
観察をおこない、
これからの学習
計画を考える。 

川の生き物観察 
共通体験Ⅰ（５） 
・川原の観察、ガサ
ガサ体験を行い、
多摩川の生き物、
環境の調べ方を教
わり、発見、疑問を
見つける。 
・ふりかえりで発
見や疑問や考えを
まとめ、気づきを
共有して、次につ
なぐ。 

川の生き物観察 
共通体験Ⅱ（8） 
・水質、野鳥、植物
の観察を行う。 
・川の調べ方を教
わりながら、様々な
生き物とであい、川
のことを知る。 
・ふりかえりを行
い、疑問や調べたい
ことの整理を行い、
各自の課題を決定
する。 

ア：人・自然・社

会に関心を持ち、

意欲的に関わる

力 
①多摩川の自然

に関心を持ち、自

分から進んで体

験や観察・調査の

活動に取り組む

ことができる。 

課題別調査体験Ⅰ

（９） 
・自分の課題を追
究するための調査
の計画を立てる。 
・課題毎にグルー
プで調査を行う。 
・調査でわかった
ことをまとめ、仲
間と情報を交換し
てあらたな課題を
立てて次回の調査
にむけて考える、
準備する。 
 

課題別調査体験Ⅱ

（７） 
・これまでの学習で
わかったことやさ
らに調べたいこと
を整理して、次の調
査計画をたてる。 
・課題毎にグループ
で調査を行う。 
・調査でわかったこ
とをまとめ、仲間と
情報を共有し、考え
を深める。 
 

調べ学習・まとめの活動 
（１4） 
・保護者やこれまでお世話
になった専門家の方々を招
いて、発表会を行う。 
 
・自分の考えを発表仕合い、
友達の意見を聞くことで考
えを広げたり、深めたりす
る。 

発 表 会 を 開 く 
（６） 
・これまでの学習
でわかったことや
さらに調べたいこ
とを整理し、図書
資料、インターネ
ット資料、専門家
に聞くなどしてさ
らに追究する。 
・まとめの作品づ
くりをおこなう。 
・作品をもとに学
年内の発表会を行
う 

多摩川みらい会議
を開く （１０） 
・これからの多摩
川がどうなってほ
しいか、自分たちは
どのようにかかわ
りたいかはなしあ
い、できることやし
たいことを決める。 
・やりたいことを
実行するための計
画作りと準備 
・実行に移す。 

ア：人・自然・社会に関心を持

ち、意欲的に関わる力 
①多摩川の自然に関心を持

ち、自分から進んで体験や観

察・調査の活動に取り組むこ

とができる。 
イ：課題を見つめ解決する力 
①体験や調査を通して気付き

や疑問を明確にして、あらた

な課題に気付くことができ

る。 
ウ：他者と協力し、活動する力 
 

イ：課題を見つめ解決する力 
①体験や調査を通して気付き

や疑問を明確にして、あらたな

課題に気付くことができる。 
②簡単な計画を立て、見通しを

持ちながら追究することがで

きる。 
ウ：他者と協力し、活動する力 
②活動を振り返り、自分や友達

の良さに気付くことができる。 
③地域の専門家の方々と積極

的に関わりながら課題追究を

進めることができる。 

夏休みの宿題 
「川新聞」作り 

ア：人・自然・社会に関心を持ち、意欲的に関わる力 
②多摩川の自然や人間の関わりに対して、意欲的に課題追

究することができる。 
イ：課題を見つめ解決する力 
① 体験や調査を通して気付きや疑問を明確にしたあらた

な課題に気付くことができる。 
② 簡単な計画を立て、見通しを持ちながら追究すること

ができる。 
③ 観察や調査をしたり、資料を調べたりして、必要な情報

を収集することができる。 
ウ：他者と協力し、活動する力 
①自分なりの考えをもち、同じグループの仲間と話し合い

協力して活動することができる。 
②活動を振り返り、自分や友達の良さに気付くことができ

る。 
③地域の専門家の方々と積極的に関わりながら課題追究

を進めることができる。 

イ：課題を見つめ解決する力 
②簡単な計画を立て、見通しを持ち

ながら追究することができる。 
③観察や調査をしたり、資料を調べ

たりして、必要な情報を収集するこ

とができる。 
ウ：他者と協力し、活動する力 
②活動を振り返り、自分や友達の良

さに気付くことができる。 
エ：自分の思いや考えを伝える力 
①相手にわかるように表現方法を工

夫し、調べたことや自分の考えを伝

えることができる。 

ア：人・自然・社会に関心を持ち、意欲的に関わる力 
・多摩川の自然や人間の関わりに対して、意欲的に課題追究す

ることができる。 
イ：課題を見つめ解決する力 
・体験や調査を通して気付きや疑問を明確にしたあらたな課題

に気付くことができる。・観察や調査をしたり、資料を調べたり

して、必要な情報を収集することができる。 
ウ：他者と協力し、活動する力 
・自分なりの考えをもち、同じグループの仲間と話し合い協力

して活動することができる。・地域の専門家の方々と積極的に

関わりながら課題追究を進めることができる。 
エ：自分の思いや考えを伝える力 
・相手にわかるように表現方法を工夫し、調べたことや自分の

考えを伝えることができる。・活動を通して考えたことや調べ

たことを伝え合い、自分の考えを深めることができる。③多摩

川の生態系や多様性に気付き、自分と自然の関わりを考えるこ

とができる 

社会科見学Ⅱ 
多摩川の上流域として、御
岳渓谷を見学。 
また、羽村取水堰を見学し
て多摩川の上水としての利
用や治水の歴史に触れる。 

東京都水道局による 
 水道キャラバン受講 

社会科見学Ⅰ 
・多摩川の下
流域、河口干
潟を見学 
・虹の下水道
館見学で自分
たちの使った
水のゆくえを
考える。 

発 表 会 を 開 く 
（４） 
・生活科・総合的な
時間の学習発表会
として、他学年の児
童、地域、保護者に
向けて発表する。 
・発表会をふりかえ

り１年間のまとめ

と考えをまとめる。 

社会科：「風水害から人々を守る」台
風 19 号の時の多摩川の氾濫の様子
や過去の水害から学び、多摩川の未
来についてさらに考えを深める。 



 

様 式 11-1 

アドバンス  活動報告書 
 （NO．1） 

1.助成事業名  川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 学校名  多摩市立連光寺小学校 助成番号 2019-7212- 014 
2.単元名  連光寺SATOYAMA（里川・里山）プロジェクト 
3.目標  ・4年時の多摩川での学習をもとに、地域の雑木林や谷戸田とそこを流れる水路を含む里山で仲間や専門家、地域の方々と体験活動を通して、課題探求の力をつけると共に、自然と共生する「SATOYAMA」の価値や地域の良さに

気付き、これからの自分が地域の自然とどのように関わり行動するか考え、行動していく。 
・理科、社会科の関連単元において多摩川を教材として用い、4年次の多摩川の学習成果を活かして、より実感のある学びとする。 

4.実施学年 人数    5年生   ７１名 
5.場所 多摩川中流域、多摩市連光寺地域、森林総合研究所連光寺実験林、都立桜ケ丘公園、大谷戸公園など 
6.単元構想（総時間数） ７０時間 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２  3 

５
学
年
・単
元
目
標 

   

主
な
学
習
活
動 

 

評
価
項
目 

 

 

SATOYAMA 博士になろう（２５＋時間） 森林調査隊（２３時間） 

１学期の里山での共通体験から、自分が深く知りたいテーマを設定しそれを追求していく。谷戸田で

の農作業体験や観察、地域の人々との交流を通して地域の自然の価値に気づき、これからの自分

と自然とのかかわりを考える。特に谷戸田は水辺環境として良好な自然が残されている場所である

ことから、４年生の河川学習を元にさらに学習を深めたい 

・地域の森林の様子を探ったり、保全活動をしている方々

と交流したりして、愛着を持ちながら自分の課題をさぐる。 
・４年次の多摩川での学習経験から、雑木林が育む「水」に

ついて気づくことをねらいながら活動する。 

・森へようこそ 

（３時間） 

近くの竹林で、保全

の活動の一環として

のタケノコ掘り体験。 

・森林ウォークラリー

（６時間）  

高尾森林科学園に行

き、森のみかたや調

査の仕方を学ぶ。 

川の上流の様子を観

察する。（浅川の上流

部） 

谷戸田での活動 

（６時間） 

・田起こし 

作業を通して谷戸の自

然を体感する。 

・田植え 

作業を通じ田んぼにと

っての水の重要性を感

じる。 

・稲の生長と田んぼの

生き物観察 

良好な水辺環境として

の谷戸田を感じる。 

森を知る探究活動Ⅰ 

（８時間） 

・探究課題を決める。 

・類似課題のグループ

を作り調査活動の計画

を立てる。 

・計画を専門家や地域

の方に見てもらい計画

を修正。 

・計画を元に探究活動。 

・わかったこと、疑問に

思ったことを交流し、考

 

ア 人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる力 

① 仲間と共同し、主体的に雑木林体験や谷戸田での農作

業や観察を行う。 

イ 課題を見つめ、判断して解決する力 

① 森林ウォークラリー体験や谷戸田での活動を通して、

自分のテーマをもち、計画を立てて調べる。 

 

ア 人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる力 

① 里山で活動する地域の人との交流活動を積極的に行う。 

イ 課題を見つめ、解決する力 

① 調査活動、情報共有を通して、里山に対して自分たちにできること

を考える。 

ウ 他者と協力し、活動する力 

① 仲間と協力して作業を行ったり、話し合いを通して考えを深めたり

する。 

② 友達との伝え合いを通して自分の考えや友達の考えの良さに気付

く。 

エ 自分の思いや考えを伝える力 

① 活動の様子や自分たちの考えを整理・分析してまとめ、仲間や地域

の人に分かりやすく伝える。 

② Web交流で連光寺里山の良さを自分の言葉で表現する。 

 

ア 人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる力 

① 里山で活動する地域の人との交流活動を積極的に行う。 

 

イ 課題を見つめ、解決する力 

① 森林ウォークラリー体験や谷戸田での活動を通して、自分のテーマをも

ち、計画を立てて調べる。 

 

ウ 他者と協力し、活動する力 

① 仲間と協力して作業を行ったり、話し合いを通して考えを深めたりする。 

谷戸田（６時

間） 

・田んぼの観察 

・稲刈り 

・脱穀 

・籾すり、精米 

・収穫祭・（調

理、試食）

森を知るⅡ・Ⅲ（１９時間） 

 

各自が課題を設定し、追

求する活動。 

・各自の課題に沿った活

動を行う。 

・課題を追求するために

課題別のいくつかのグル

ープにわけ活動。 

・課題に対応できる、専門

家の方をできる範囲で支

援してもらえるようにし

まとめの活動（１４時

間） 

・各自の課題について

これまでの活動の記

録、本、インターネット

などを使ってまとめ、作

品をつくる。 

・発表会を行う。 

社会科 

・私たちの生活と森林：

多摩川源流の水源涵養

林について学ぶ。 

・環境をまもる：様々な環

境を守る活動を学ぶ。 

・自然災害：自然と人間

の生活との間の問題を

考える。多摩川の洪水ハ

ザードマップなどを用い

身近な問題として防災を

かんがえる。 

まとめ・発表（６時間） 

・さらに全体でまとめを

行い、地域の自然につ

いての考えを深める。 

・地域の環境に関する提

言書を作成し、実行が可

能なものについては行

動につなげていきたい。 

＜理科＞ 
単元名：天気と情報（２）台風と天気の変化 
単元名：流れる水の働き 

SATOYAMAから未来を考えよう（２２＋時間） 

・調査したり、資料で調べたりしたことをもとにまとめの作品を作

成し、それをもとに、保護者、地域の方々に発信し交流する。交流

を通してお互いの共通点や相違点を見出して考えを深める。 
・１年間を振り返り、地域の里山の価値に気付き、人と自然の共生

について考え、自分なりの意見を持つ。 

理科 

・天気と情報：

台風による河

川の増水とそ

の被害などに

ついて、多摩

川の増水時

の様子を観察

する。 

理科 

・流れる水の働

き：４年次の多摩

川での学習を振り

返り石や流れの

様子を考える。 

＜社会＞ 
単元名：わたしたちの生活と環境 
 ・わたしたちの生活と森林 
 ・環境を守るわたしたち 

 ・自然災害を防ぐ 

＜社会＞ 
単元名：わたしたちの生活と食料生産 
 ・これからの食料生産とわたしたち 
 ・食料生産と環境 

＜音楽・図工＞（四季） 
森を感じ、音と色で表現しよう。 

集団宿泊 

八ヶ岳で林

業体験として

間伐作業を

行う。 



 

様 式 １２－１ 

アドバンス  活動報告書 
  （NO．２） 

1.助成事名 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 学校名 多摩市立 連光寺小学校 助成番号 2019-7212 014 

8.成果と課題 
成果 
①ポートフォリオ評価について：・理論と実践を結びつけることができた。これまでおこなってきた、指導者による机間巡視やアドバイスや児童同士の話し合いの時間をポートフォリオ評価と位置付けることで、指導のねらいが明確になった。 
・これまでの活動を振り返る時間をもつことで、次の活動が深まった。作品作りも、調べ学習をまとめたものだけでなく、これまでの活動全体からまとめたものや、多摩川の魅力や自分のつかんだことを新たに再構成するようなものがみられた。 
②年間の指導について：・学習の進行を児童中心にしたり、次の活動についてどう考えるか児童に問いかけ続けたりしたことにより、総合的な学習の時間は自分たちで考え進めるという意識を持たせることができた。 
・多摩川未来会議（多摩川の未来を考えるために、自分たちにできることを考え実行する）を１２月末からおこなった。その後、海洋プラスチックの問題にまで触れる時間はでき、SDGｓにつなげることができた。そのことは、現代のリアルな課題に向き合い

自分たちのこととして考えることにつながった。また、「生活科・総合的な学習の時間の発表会」での発表内容がバラエティー豊かなものになった。 
③６つの能力・態度：・ポートホォリオを活用することを意識した結果、児童が学習をふりかえり、これまでの学習を通して考える学習が身についた。考えを表現する力を伸ばす要因になっている。 
・多摩川未来会議を12月末から行ったことにより、川のゴミ拾いがゴールになるのではなく、そこから海洋プラスチックの問題など新たな課題を見つめることにつながった。ア・カ 
課題 
①ポートフォリオ評価を幅広く活用するためには、経験を積むことが必要：・学習展開のどの場面で行うと効果的なのか意識し、計画したり実践を行ったりする。・日常的に行うことができるようにするためにも、ポートフォリオ評価を行うねらいを共有し、指

導者間の連携をつくることが大切。  ②年間の指導について、活動場所や方法について検討が必要：・台風や工事に伴い、多摩川の状況が変化している。前年と同じ活動を行うことを繰り返すのではなく、状況に応じた活動を計画することで、様々な学習活動

の事例を積み重ねていく事が、持続可能な多摩川学習につながると考える。  ③６つの能力・態度：・問題解決学習を繰り返すことで、どの力も伸びてきたが、社会の課題を自分のこととして考え行動する点においては、まだ十分といえない日常生活での様子

がみられる。  ④3学期の最後3月がコロナウイルスによる休校措置で授業が行えなかったため、最後の締めくくりが十分に行えなかった。次年度へのつながりに工夫が必要。また、今年初めての取り組みとして社会科の単元で防災に関する展開を試みたが、

これも途中で終わってしまい、次年度再挑戦したい。 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

４
学
年 

 
   

９月【テーマ別調査】 
・テーマを決める 
・現地調査Ⅰ 
・荒天続きのため、ゲスト

ティーチャーによるテーマ

別レクチャー 
９月【調べ学習】 
・図書資料等を活用し、疑問

に思ったことを調べる。 

・2 回目の現地調査の準備 

１１月～１２月 
【まとめ作品作

り】 
１２月【報告会】 
・調べたことを作

品にまとめる。 
・学年内で発表会 
 

連光寺版「のはら

歌」の作成 

「多摩川未来会議」 
これからの多摩川の姿を考

え自分たちにできること

を考えて、実践する。 
・ゴミ拾いにいこう。 
 特にプラスチックゴミに

ついて、考えよう。 
 実際にゴミ拾いに行き、

拾ったゴミの種類を分析

し発表した。 
「生活科・総合的な学習の

時間発表会」 
・これまでの学習をもとに

自分の考えをまとめ、仲 
間や地域の方々に発表す

る

 多摩川で「発見」や「はてな」をみつけよう（２０） 多摩川博士になろう（３０） 多摩川とわたしたち（２０） 

多摩川での様々な共通体験活動を通して、豊かな自然を肌で感じ、 興

味・関心を深める 

１学期の活動で見つけた「はてな」を課題として追究していく。調査計画をたて、仲間と協

力して活動する。調べたことやわかったことを仲間に伝えあい情報を共有化して考えを深

め、さらに課題を追究していく。 探究活動の成果をまとめ自分なりの考えを発表する。 

これまでの学習でつかんだことをもとに、これ

からの多摩川と自分や地域の関わり方を考え、

行動・発信する。 

流れをたどっ

てみよう 
 
４月【出会う】 
・オリエンテー

ション 
・「多摩川の赤

ちゃん探し」 
地域と多摩川

のつながりを

さぐる。 
 

7月【共通体験

Ⅰ】 
「川原の観察」

「ガサガサ体

験」体験 

体験後 
・ふりかえりシートを活用して発見したこと、疑問に思った

ことを共有し、次の活動に生かした。 
・ドーナツチャートを使ってテーマを絞り込み、仲間と伝え

合うことを通して考えを深めた。

１０月【テーマ別調査】 
・テーマ別現地調査 
・現地調査のふりかえりと

まとめ 
１０月【調べ学習】 
・図書資料等を活用した

り、専門家の方に聞いた

りして、疑問に思ったこ

とを調べる。 
・まとめの計画を立てる。 

２月～ 社会科 
 「自然災害から人々

を守る活動」 
多摩市の防災につい

て学習 
 特に台風19号多摩

川の洪水を教材に 
して。水害の歴史、ハ

ザードマップ、市の防

災安全課の方、自治会

の方などから話を聞

く。 
 生き物と安全とど

のような川をめざす

のか・・・・・？ 

７月【共通体験Ⅱ】 
水質、野鳥、植物の調

査体験。 
・雨天時は専門家の

方に調査方法や川の

みかたをレクチャー

してもらう。 

東京都水道局による 
 水道キャラバン受講 

社会科見学Ⅰ 
・多摩川の下流
域、大師河原の
干潟見学 
・虹の下水道館
見学：自分たち
の使った水の
行方を知る。 

社会科見学Ⅱ 
・多摩川の上流
域、御嶽渓谷を
見学 台風 15
号・19号の影響
で水害の被害も
見学 
・羽村取水堰と
資料館見学 
 多摩川の歴史
と玉川上水の学
習。治水につい
ても考える。 

東京都下水道局による 
 下水道キャラバン受講 



 

様 式 12-1 

アドバンス  活動報告書 
  （NO．２） 

1.助成事業名 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 学校名 多摩市立連光寺小学校 助成番号 2019-7212  014 
7.実際に行った単元構成  

 
8.成果と課題 
 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

５ 

学
年 

 
    

連光寺SATOYAMA調査体（２３時間） 

・森へようこそ 

（３時間） 

近くの竹林で、雑木林保

全活動の一環としてのタ

ケノコ掘り体験。 

・森林ウォークラリー（６

時間）  

高尾森林科学園に行き、

森のみかたや調査の仕

方を学ぶ。 

川の上流の様子を観察

する。（浅川の上流部） 

谷戸田での活動（６時間） 

・田起こし 

作業を通して谷戸の自然

を体感する。 

・田植え 

作業を通じ田んぼにとっ

ての水の重要性を感じ

る。 

・稲の生長と田んぼの生

き物観察 

良好な水辺環境としての

谷戸田を感じる。 

森を感じる（図工・音楽） 

谷戸田や桜ヶ丘公園を巡り、匂

い、音、温度など見えないもの

を五感で感じて表現する。 

体験活動を通して里山に対して関心を持つ。里山について自分のイメージ

を持ち、追求していく課題を意識する。 
４年次の多摩川での学習経験から、雑木林が育む「水」について気づくこ

とをねらいながら活動する。 

谷戸田 

（７時間） 

 

・田んぼの観

察 

・稲刈り 

・脱穀 

・籾すり、精米 

・収穫祭・（調

理、試食） 

 

まとめ・発表（６時間） 

・一年間の里山での活

動を振り返り、さらに全

体でまとめを行い、地域

の自然についての考え

を深める。 

 

「生活科・総合的な学

習の時間発表会」 
・これまでの学習をも

とに自分の考えをま

とめ、仲 間や地域の

方々に発表する。 

理科 

・天気と情報：台風による

河川の増水とその被害な

どについて、多摩川の増

水時の様子を観察する。 

まとめの活動（１２

時間） 

・各自の課題につ

いてこれまでの活

動の記録、本、イ

ンターネットなどを

使ってまとめ、作

品をつくる。 

・学年内で発表会

を行った 

社会科 

・私たちの生活と森

林：多摩川源流の水

源涵養林について

学ぶ。 

・環境をまもる：様々

な環境を守る活動を

学ぶ。 

・自然災害：自然と

人間の生活との間

の問題を考える。多

摩川の洪水ハザー

ドマップなどを用い

身近な問題として防

災をかんがえる。 

連光寺SATOYAMA 博士になろう（２５時間） 

１学期の里山での共通体験から、自分が深く知りたいテーマを設定しそれを追求していく。谷戸田で

の農作業体験や観察、地域の人々との交流を通して地域の自然の価値に気づき、これからの自分

と自然とのかかわりを考える。特に谷戸田は水辺環境として良好な自然が残されている場所である

ことから、４年生の河川学習を元にさらに学習を深めた。 

SATOYAMAから未来を考えよう（２０時間） 

・調査したり、資料で調べたりしたことをもとにまとめの作品を作

成し、それをもとに、保護者、地域の方々、さらには他校にも発信

し交流する。 
交流を通してお互いの共通点や相違点を見出して考えを深める。 
・１年間を振り返り、地域の里山の価値に気付き、人と自然の共生

について考え、自分なりの意見を持つ。  
森を知るⅢ・Ⅳ（８時間） 

 

各自が課題を設定し、追

求する活動。 

・各自の課題に沿った活

動を行う。 

・課題を追求するために

課題別のいくつかのグ

ループにわけ活動。 

・課題に対応できる、専

門家の方をできる範囲

で支援してもらえるよう

にした。 
今年度はテーマに森の中

の土について追究したグ

ループができた。水を育む

森林土壌について調べ、水

質や森の保水力について

探究した。 

成果：○調査したことや教えてもらったことなどを分かりやすく仲間に伝えることができるようになった。○特に森の中の土をテーマに

取り組んだ児童グループがいたことは興味深かった。土が森の中の水と大きな関係があることに気づいていく思考の過程は 4 年次の学習が生

きていたことを実感した。○身に付けさせたい力を意識しながら単元を計画したり、入れ替えたりしたことで、思考する力や探究する力、

里山に対する基本的な知識が身に付いた。○理科・社会の単元で多摩川を教材として実感を伴う授業を行うことができた。○「連光寺SATOYAMA

プロジェクト」の全体を通して、環境を考えるための学習活動として展開することができた。また、他教科や行事との結びつきが「環境を守る」

という観点で精選された。○様々な体験や学習を通して地域の自然への愛着が高まり、普段当たり前だと思っていた地域の環境の良さに気づ

き、「この自然を未来にも残したい」「自然をまもっていきたい」と言葉に表し意識するようになった。 

課題： 
●「○○したい」という思いはもっているが、それを解決するための手立てや計画を立てることが苦手。●

理科・社会との関連で教科関連事項を整理して、より教材化を進めたい。●自ら課題を見出すことはでき

たが、主体的な探究へつなげる道筋を明確にしていく必要がある。 

●児童が主体的に取り組めるフィールド環境の確保、プログラムの構築をよりいっそう進めていくようにし

たい。●用意したものではなく、児童が主体的に取り組めるプログラムにしていく必要がある。 
●３月がコロナウイルスの影響で使えなかったため、学習のまとめが十分に行えなかった。次年度につなげ

ていく工夫が必要。 

理科 

・流れる水の働き：

４年次の多摩川で

の学習を振り返り

石や流れの様子

を考える。 

・流れを作って水
社会 

食料生産とわたしたち 

・食料生産と環境 

・地域の自然と谷戸田の役

割、環境保全活動を行って

いる人々との出会い。 

森を感じる（図工・音楽） 

谷戸田や桜ヶ丘公園を巡り、匂

い、音、温度など見えないもの

を五感で感じて表現する。 



 
様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川

～ 
多摩市立連光寺小学校 
 棚橋 乾 

 
フィールド：桜ヶ丘公園のわき水 
日 付 ：2019.4.11 
コメント：「多摩川の赤ちゃん探し」として学校近くの公

園のわき水から、川たどりをはじめる。地域と多摩川の

つながりに気づいて、関心を高め、多摩川学習の計画を

たてる。今回は4回に分けて実施した。 
 

 

 

 

 

 

 

    

フィールド：支流の大栗川と多摩川の合流点交通公園 
日 付 ：2019.5.9 
コメント：川たどりをしてたどり着いた先が多摩川となり

ました。春の多摩川の様子を観察し、帰ってから今後の

多摩川での学習の課題を考え、計画を立てます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド：多摩川支流大栗川（合流点付近） 
日 付 ：2019.6.3 
コメント：川での共通体験。1回目は河原の観察とガサガ

サ体験を行った。川の中での活動が初めての児童もおり、

安全面も指導する。多くの発見や疑問を帰ってから整理

し、次の活動につなげることができた。 
 

 

 

 

 

  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写   真 
 
 
 
 
 



 
様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱  
～わたしたちと多摩川～ 

多摩市立連光寺小学校 
 棚橋 乾 

 
フィールド：多摩川支流大栗川 
日 付 ：2019.6.17 
コメント：2回目の共通体験。川を調べる視点を専門家の

方に教えてもらいながら体験。今回は水生生物、石、植

物など。 
 

 

 

 

 

 

 

    

フィールド：連光寺小学校 
日 付 ：2019.6.9 
コメント：予定していたフィールド活動が雨でできなかっ

たときは、フィールドで指導してくれるはずだった専門

家の方に来校いただき、レクチャーしてもらうことも。 
 この日は植物と水質の話をしてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド：大師河原干潟館、虹の下水道館 
日 付 ：2019.7.3 
コメント：7月に入るとフィールドの活動は熱中症の危険

があり、困難な状況の近年、例年秋に行っていた社会科

見学を7月に行うこととした。 
 多摩川下流の大師河原干潟で体験活動を行い、日頃見て

いる中流域との景観や生き物の違いを観察する。 
 この後、有明の虹の下水道館に立ち寄り、自分たちの使

った水の行方について知り、考える機会を得た。 
 今後の学習にいかせるように、まとめをしっかり行なっ

た。 
 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱 
～わたしたちと多摩川～ 

多摩市立連光寺小学校 
 棚橋 乾 

 
フィールド：多摩川、大栗川合流点付近 
日 付 ：2019.9～2019.10 
コメント：1 学期の活動をふりかえり、2 学期には各自の

テーマを追究していく活動を行なった。テーマは魚、水

生生物、石、野鳥、植物、水質、流れ、音など。課題別

にグループを作り協力しながら計画を立てて現地活動を

行なった。 
 

 

 

 

    

フィールド：御岳渓谷、羽村取水堰 
日 付 ：2019.11.26 
コメント：2回目の社会科見学で多摩川の上流を見学に行

った。台風19号の影響でかなり制約が多かったが、台風

により橋が流されてしまうほどの水の力を目の当たりに

することができた。また、羽村取水堰の見学では昔の人々

の多摩川との闘い(治水事業)も含め上水についても学ぶ

ことができた。 
 

 

 

 

 

フィールド：連光寺小学校 
日 付 ：2020.1 
コメント：2 学期に行なった探究活動を 12 月までに作品

にまとめ、12月には学年内で発表会を開き、情報を共有

した。3 学期はそれらを踏まえ、これからの多摩川につ

いて「多摩川未来会議」と称して話し合いを行なった。 
 どのような多摩川になってほしいか、そのためには何が

できるか、行動計画を考えた。 
 

 

 

 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 

  

   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱 
 ～わたしたちと多摩川～ 

多摩市立連光寺小学校 
 棚橋 乾 

 
フィールド：連光寺小学校 
日 付 ：2020.2 
コメント：多摩川未来会議で未来の多摩川の姿を考えグル

ープで絵に描いた。このときの話し合いで、多摩川の問

題点を考え、それを解決するために自分たちにできるこ

とを考えた結果、ポスター作りや川の清掃があげられた。 
 中でも、ゴミの問題ではマイクロプラスチックの問題に

ついて考える子どもがいた。 
 

 

 

 

 

 

    

フィールド：多摩川関戸橋下流の河川敷 
日 付 ：2020.1.31、2020.2. 
コメント：未来会議で決まったゴミ拾い活動。 
 全員で30分程度の活動で45リットルゴミ袋10袋以上

を拾った。台風 19 号の爪痕が残っていることもあって

か見た目より多い印象だった。 
 拾ったゴミは学校に持ち帰り、後日仕分けを行なった。 
 その結果はやはり、プラスチックやビニール製品が全体

の8割以上を占めていた。 
 

 

 

 

フィールド：連光寺小学校 
日 付 ：2020.2.22 
コメント：学校行事の「生活科・総合的な学習の時間発表

会」(連光寺自然環境展)にて他学年の児童や地域の人々

に向けて発表した。 
 

 

 

 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱 
 ～わたしたちと多摩川～ 

多摩市立連光寺小学校 
 棚橋 乾 

 
フィールド：連光寺小学校 
日 付 ：2020.2～ 
コメント：総合的な学習の時間と並行して社会科の授業で

「風水害から人々を守る」という単元名で防災の授業の

カリキュラムを組み立て実施した。今年の秋の台風19号

の体験から多摩川の過去の水害や羽村の取水堰の見学の

記録等と合わせて「安全な川」についても考えることが

できた。残念ながら3月からの休校措置で最後まで授業

を進めることができなかったが、次年度につなげていけ

ればと考えている。 
 

 

    

フィールド： 
日 付 ： 
コメント： 
 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド：高尾多摩森林科学園 
日 付 ：2019.5.10 
コメント：ここからは5年生の活動について 
 川の始まりである「森」について5年生は学習を進める

が、これまでの4年生の学習のつながりとして多摩川支

流浅川の上流部にあたる森林科学園の森をフィールドと

して選んだ。 
 ここで、森のみかたや調査の方法について学ぶことを目

的とする。 
 

 

 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱 
 ～わたしたちと多摩川～ 

多摩市立連光寺小学校 
 棚橋 乾 

 
フィールド：高尾森林科学園 
日 付 ：2019.5.10 
コメント：浅川の源流域となっている。子どもたちは森を

歩いていても、小さな水の流れを見つけると自然と観察

している姿が印象的だった。 
 

 

 

 

 

 

  

フィールド：都立桜ヶ丘公園内の谷戸田 
日 付 ：2019.4～2019.12 
コメント：学校から歩いて3分の景観保全のために作られ

た田んぼで約半年地域のボランティアの方々の力を借り

て米作り体験を行なう。この谷戸田は全て周辺の雑木林

からのわき水で潤い、通年湛水する泥田である。農薬や

施肥を行なわないため、希少な動植物の宝庫となってい

る。貴重な自然環境とそれを支える水の大切さを実感す

る体験活動である。12月には収穫祭を行なう。 
 

 

 

 

 

フィールド：都立桜ヶ丘公園周辺 
日 付 ：2019.4～2020.2 
コメント：米作りを行なう谷戸田だけでなく、周辺の雑木

林なども含めて連光寺の里山をフィールドに自然環境の

探究活動を行なう。 
 

 

 

 

 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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様式  13 

〔学校部門〕                                                                    ［活動写真］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱 
 ～わたしたちと多摩川～ 

多摩市立連光寺小学校 
 棚橋 乾 

 
フィールド：連光寺小学校 
日 付 ：2019.11 
コメント：理科の流れる水のはたらきの単元で、4年生で

の多摩川での活動をふりかえりながら映像やデータをも

とに授業を進めることで実感を伴った授業展開ができた。

特に今年度は台風 19 号の前と後の多摩川の状況を映像

で見ることで水の力を理解することができた。 
 

 

 

 

    

フィールド：連光寺小学校 
日 付 ：2020.2.22 
コメント：学校行事の「生活科・総合的な学習の時間発表

会」(連光寺自然環境展)にて他学年の児童や地域の人々

に向けて発表した。地域の自然から始まり、世界の環境

問題にまで発展させて考えるきっかけをつかむことがで

きた。 
 

 

 

 

 

 

フィールド：桜ヶ丘公園など学校周辺の里山 
日 付 ：1年間を通して。作品制作は3学期 
コメント：里山の四季を通してのイメージを絵に表した作

品。多くの子どもたちの作品に水のイメージが描き込ま

れている。地域の自然の構成要素として「水」がイメー

ジとして定着していることが感じられる。。 
 

 

 

 

 

 

 注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。） 
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多摩市立連光寺小学校 平成 31年度 ESDカレンダー（１学年） 
【育成を目指す能力・能力】  知識・技能ア環境や社会の仕組みを理解する。     思考・判断・表現等ウ課題をつかみ、考え、判断して解決する。      学びに向かう力オ人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

                        イ学び方を身に付ける。                          エ価値を見い出し、思いや考えを伝える。         人間性等  カ協働してよりよい社会をつくろうと行動する。  

  4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

能
力
・
態
度

を
育
む 

学
習
活
動 

算
数 

 

知
識
・
技
能
を 

支
え
る
単
元 

国
語 

 

 

生
活 

 
 

 

 

 

ふ
れ
あ
い
と
表
現 

※
学
び
を
つ
な
ぐ
・
活
か
す 

    

    

音
楽 

 
 

 

    

体
育 

   

行
事 

   

問題解決学習の基礎を身に付ける。 学習のねらいをつかむ→予想→自力解決→解決検討→まとめ→学習の振り返り 

  

はなのみち うみのかくれんぼ 

てがみでしらせよう 

いいこといっぱい 

一年生 

はるをみつけにいこう 

わくわくどきどきしょうがっこう 

がっこうたんけん 

なつとともだちになろう 
ふゆとなかよしになろう 

かぞくにこにこ大さくせん なかよくなろうね小さなともだち 

こんなことをしたよ 
しらせたいなみせたいな 

あきとともだちになろう 

単元を移動したもの赤太枠 

６年生ありがとう 

学芸会 ６年生を送る会 1年生を迎える会 

校歌 ゆき 

どうぶつの絵 秋の工作 １年生を迎える準備 

表現 

 

 

 

入学式の出し物 

２年生ありがとう 

うみ 

みんなみんなありがとう 

感謝 

 

よりよい学校生活 

がっこうだいすき 
かぞくの ために 

家族愛・家庭生活の充実 

 

 

ユニセフ募金 

きれいにさいてねわたしのはな 

じどう車くらべ 

雨の日の 

過ごし方 

学校の 

きまり 
学級会をしよう 

いきているって 

生命尊重 

 

あさがお 

自然愛護 

 

おおきくなったよ 

もっとさかせたいね 

特
別
活
動 

図
画
工
作 

特
別
教
科 

道
徳 

もうすぐ２年生 
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多摩市立連光寺小学校 平成 31年度 ESDカレンダー（２学年） 
【育成を目指す能力・能力】  知識・技能ア環境や社会の仕組みを理解する。     思考・判断・表現等ウ課題をつかみ、考え、判断して解決する。      学びに向かう力オ人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

                          イ学び方を身に付ける。                          エ価値を見い出し、思いや考えを伝える。         人間性等  カ協働してよりよい社会をつくろうと行動する。 

 

  4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

能
力
・態
度

を
育
む 

学
習
活
動 

 

算
数 

 

知
識
・
技
能
を

支
え
る
単
元 

国
語 

 

 

生
活 

  

 

 

 

ふ
れ
あ
い
と
表
現 

※
学
び
を
つ
な
ぐ
・
活
か
す 

    

    

体
育 

 
 

 

音
楽 

   

  
  

行
事 

 
 

 

問題解決学習の基礎を身に付ける。 学習のねらいをつかむ→予想→自力解決→解決検討→まとめ→学習の振り返り 

 

今週のニュース かんさつ名人になろう 

どきどきわくわく まちたんけん 

わんぱくタイム 

もっとなかよし まちたんけん まちのすてきを教えよう 

めざせやさい作り名人 

めざせ、やぎはかせ 
作ってためして 

春の花をさかせよう 

あしたへダッシュ 

ともこさんはどこかな 

大すきなもの教えたい 

楽しかったよ２年生 

おもちゃのつくり方 

しかけカード 

学級会をしよう 

学校図書館の使い方 

うたでともだちのわをひろげよう 

たてわり班活動  

６年生を送る会 
1年生と遠足 

「生命の尊
さ」がんばれ
アヌーラ 

「より良い
学校生
活」すてき
な学校 

「規則の尊
重 」黄色い
ベンチ 

「自然愛護」 

かえってきた 

ホタル 

「生命の尊さ」

生まれると 

いうこと 

「規則の尊重」 

どんなきまりが 

あるかな 

「自然愛護」 

やまめのやま

ちゃん 

「伝統文化

の尊重」 

おせちの 

ひみつ 

「善悪の判断」 

教室でのできごと 

「努力と強い

意志」 

こうさとびが

できた 

「個性の伸長」 

どうしてうまく 

いかないのかな 

「感謝」 

１まいの

絵 

表現 

コロコロ 

大さくせん 

どうぶつさんと 

いっしょに 

カッターナイフ

タワー 

どきどき 

カード 

学芸会 

ユニセフ集会 

日本のうたをたのしもう 

単元を移動したもの赤太枠 

特
別
教
科 

道
徳 

特
別
活
動 

図
画
工
作 
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多摩市立連光寺小学校 平成 31年度ＥＳＤカレンダー（３学年）             
【育成を目指す能力・能力】  知識・技能ア環境や社会の仕組みを理解する。     思考・判断・表現等ウ課題をつかみ、考え、判断して解決する。      学びに向かう力オ人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

                          イ学び方を身に付ける。                          エ価値を見い出し、思いや考えを伝える。         人間性等  カ協働してよりよい社会をつくろうと行動する。 

 

 

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

能
力
・
態
度
を
育
む 

学
習
活
動 

 

   

算
数 

  
 

国
語                  

 

知
識
・技
能
を

支
え
る
単
元 

社
会 

      

理
科 

   

 総
合 

   

ふ
れ
あ
い
と
表
現 

※
学
び
を
活
か
す
・深
め
る 

 

   

  
 

 

体
育 

 
 

 

音
楽 

 
      

 

  
 

 

行
事 

 
 

 

蓮光寺調査隊 

問題解決学習の基礎を身に付ける。 学習のねらいをつかむ→予想→自力解決→解決検討→まとめ→学習の振り返り 

勤労、公共の精神 

マリーゴールド 

みんなのためにはたらく 

係の仕事に取り組むときに 

親切、思いやり 

みんながくらしやすい町 

自然愛護 

ヤゴ救出大作戦 

お囃子 

お面作り 

ボッチャ 

言語活動の基礎を身に付ける。 

おもちゃショーを 
ひらこう 

学芸会で学びを生かす 
セリフや場面等を計画 

インタビュー
の仕方 

初→中→終 
の文章構成 

 

発表の仕方 
百科事典の 

使い方 

かわってきた人々のくらし はたらく人と私たちのくらし 

単元を移動したもの赤太枠 

外
国
語 

活
動 

特
別
の
教
科 

道
徳 

特
別
活
動 

図
画
工
作 

礼儀 
あいさつ名人 

感動、畏敬の念 
まわりをみつめて 

伝統文化の尊重 

ふろしき 

多摩桜の丘学園と仲良くなろう 

私たちの住む町 

話し合い方 

英語に慣れ親しみ、積極的に伝え合おうとする態度を身に付ける。 

自然の観察をしよう 

                  トライトライ「できることをやってみよう」 
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運動会につい
て話し合おう 

多摩市立連光寺小学校 平成 31年度ＥＳＤカレンダー（４学年） 
【児童に身に付けたい力】①人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる力②他者と協力し、活動する力③課題を見つめ、解決する力④自分の思いや考えを発信する力・行動する力 

  4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

E
S
D

の
活
動
を
支
え
る

単
元
内
容 

英
語 

 

算
数 

 

国
語 

   

ESD

と
関
連
す
る 

単
元
内
容 

社
会 

   

理
科 

   

 総
合 

 

 

  

ふ
れ
あ
い
と
表
現 

※
学
び
を
つ
な
ぐ
・
活
か
す 

道
徳 

   

特
活 

 

 
 

 

体
育 

 
 

 

音
楽 

 
  

図
工 

  
 

行
事 

 
  

多摩川博士になろう 多摩川とわたしたち 
多摩川で「発見」や 

「はてな」を見つけよう 

流れをたどって

みよう 

聞き取りメモ
の工夫 

わたしたちの東京都 

積極的にコミュニケーションをとる態度を身に付ける。 

問題解決学習の基礎を身に付ける。 学習のねらいをつかむ→予想→→自力解決→→解決検討→→まとめ→→学習のふりかえり 

  

わたしたちの東京都 

運動会 

リズムを 
つくろう 

ヤーレンソーラン 
どっこいしょ 

楽器づくり 

ソーラン節 

廃材を利用しよう 

二分の一
成人式 

育ちゆくからだとわたし 

自然や崇高なもの 

野鳥のすむ水辺 

自然や崇高なもの 

あのハトは、心の空高く 

自然や崇高なもの 

三河島のつる 

自然や崇高なもの 

たったひとつのたからもの 
集団や社会 

社会のきまり 

ごみのしまつと再利用  
下水の行方  

郷土の発展につくす 住みよいくらし 

天気と気温 季節と生き物 自然の中の水 季節と生き物 

安全なくらし 

季節と生き物 

よりよい話し
合いをしよう 

新聞を作ろう 自分の考えを
伝えるために 

季節と生き物 

アップとルーズ
で伝える 

わたしの研究
レポート 

のはらうた 
クラブ活動リーフ

レットを作ろう 
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多摩市立連光寺小学校  平成 31年度 ESDカレンダー （５学年） 
育成を目指す能力・能力    知識・技能ア環境や社会の仕組みを理解する。     思考・判断・表現等ウ課題をつかみ、考え、判断して解決する。      学びに向かう力オ人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

                          イ学び方を身に付ける。                          エ価値を見い出し、思いや考えを伝える。         人間性等  カ協働してよりよい社会をつくろうと行動する。 

 

 

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

能
力
・態
度
を
育
む 

学
習
活
動 

  
  

算
数 

                
 

国
語 

                                   

知
識
・技
能
を 

支
え
る
単
元 

社
会 

 

 

 

理
科 

   

家
庭 

   

 
総
合 

   

 
 

ふ
れ
あ
い
と
表
現 

※
学
び
を
活
か
す
・深
め
る 

       

    

体
育 

  
 

音
楽 

         
 

 

    

行
事 

 
  

 
 

生活と食糧生産 
（米づくり） 

 

森林調査隊 
自己の課題をつかむ・谷戸田植え 

SATOYAMA博士になろう 
里山調査①②・稲刈り・精米等 

里山 
未来① 

里山の未来を 
考えよう② 
竹炭づくり 

生活 

総合 

発表会 

地球 
温暖化 

春を感じて 
自然の中で
感じたことを 

伝えたい 
気持ち 

集団宿泊 

３

３ 
 

天気の変化 
流れる水
の働き 

生活と環境 生活と森林 

メダカの
誕生 

６年生から
のバトン 

ユニセフ 
集会 

表現 

活動 

 

学級会（音楽会・学芸会） 

自然愛護 
「一ふみ十年」 

生命尊重 
「その思いを受けついで」 

連光寺小     We are the world （連光寺小 ESD主題歌）   

単元を移動したもの赤太枠 

ごはんとみそ汁 

伝統と文化の尊重 
「曲げわっぱから伝わるもの」 

物をいかして 
住みやすく 

集団や社会との関わり 
「ケンタの役割」 

台風と 
天気 

外
国
語 

活
動 

特
別
の
教
科 

道
徳 

特
別
活
動 

図
画
工
作 

積極的にコミュニケーションをとる態度を身に付ける。 

問題解決学習の基礎を身に付ける。 学習のねらいをつかむ→予想→自力解決→解決検討→まとめ→学習の振り返り 

言語活動の基礎を身に付ける。 活動報告書 
グラフや表を
用いて書こう 

明日をつくる
わたしたち 

すいせんします 

わたしたちの国土 
（国土の地形） 

植物の 
発芽・成長 
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多摩市立連光寺小学校  平成 3１年度 ESDカレンダー （６学年）                
【育成を目指す能力・能力】  知識・技能ア環境や社会の仕組みを理解する。     思考・判断・表現等ウ課題をつかみ、考え、判断して解決する。      学びに向かう力オ人・自然・社会に関心をもち、意欲的に関わる。 

                          イ学び方を身に付ける。                          エ価値を見い出し、思いや考えを伝える。         人間性等  カ協働してよりよい社会をつくろうと行動する。 

  4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

能
力
・態
度
を
育
む 

学
習
活
動 

 

 
 

算

数 

 

国

語 

 

知
識
・
技
能
を
支
え

る
単
元 

 社

会 
 

                           

理

科 

               

家

庭 

                                                                            

 

総

合 

  

ふ
れ
あ
い
と
表
現 

 

※
学
び
を
生
か
す
・深
め
る 

 
                    

 
                   

                                         

体

育 
       

  

音

楽 
           

 

 
 

      
 

行

事 
    

                    
 

卒業文集 
将来を見つめて 

奉仕活動 
卒業と私たち 

表現 

活動 

和太鼓地域への貢献 

ランプシェード  

学芸会で学びを生かす 
セリフや場面等を計画 

 

 

卒業関係メッセージ 

連光寺小  We are the world     （連光寺小 ESD主題歌） 

単元を移動したもの赤太枠 

ものの
燃え方 

夏をすずしく
さわやかに 

外
国
語 

活
動 

特
別
の
教
科 

道
徳 

特
別
活
動 

図
画
工
作 

電気の性質と 
その利用 

問題解決学習の基礎を身に付ける。  学習のねらいをつかむ→予想→自力解決→解決検討→まとめ→学習の振り返り 

積極的にコミュニケーションをとる態度を身に付ける。 

言語活動の基礎を身に付ける。           
自然に学ぶ

暮らし 
考えを助ける図表

（思考ツール） 

今、私は、ぼくは 

（スピーチ） 

植物の成長
と水の関わり 

冬を明るく
暖かく 

持続可能な 

社会とは？ 
命の旅 海のゆりかご 

アマモの再生 

ブータンに 

日本の農業を 

世界の未来と 
日本の役割 

生き物と 
地球環境 

持続可能な 
社会をめざして 

八ヶ岳 森林学習 

未来にやさしいエネルギー 

その１ ストップ地球温暖化 再生可能エネルギー大作戦 

未来にやさしいエネルギー 

その２ SDGsから見つめる私たちの未来  

発
信 

ユニセフ 

集会 

 

国際 
連合 

日本の歴史  
近代工業 高度成長と環境問題 

未来がよりよく 

あるために（意見文） 
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様式14 

〔学校部門〕                                                                  ［実施箇所位置図］ 
助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2019-7212-014 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 
多摩市立連光寺小学校 
校長  棚橋 乾 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所   多摩川中流域 関戸橋下流側及び支流大栗川合流点付近 

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 

  

：枠線の中が活動場所 
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